
JANS Strategic Plan

日本看護科学学会 研究・学術情報委員会

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日は、JANS３８　特別講演Ⅲ　Strategic　Plan　国際共同研究によるヘルスケア課題解決への道　にお越しいただきありがとうございます。私は、JANS　研究・学術情報委員会を担当する理事で、委員長の石橋みゆきと申します。まずはじめに、本特別講演の実施にあたり、学術集会長の佐伯先生には、本特別講演の趣旨をご理解いただき、会場の確保やプログラムの調整等、たくさんのご協力を賜りましたことこの場を借りて御礼申し上げます。さて、本特別講演は　、JANSの　Strategic　Plan　の一環ですので、講演に先立ち、会場の皆様にPlanの趣旨や全体像につきまして、ご紹介いたします。



JANS研究・学術情報委員会
平成27-28年度
委員長・理事 酒井 郁子 千葉大学大学院
副委員長・理事 西垣 昌和 京都大学大学院

荒木 暁子 千葉リハビリテーションセンター
石橋みゆき 千葉大学大学院
大久保暢子 聖路加国際大学大学院
大田えりか 聖路加国際大学大学院
小池 智子 慶応義塾大学
斉藤 訓子 日本看護協会
田髙 悦子 横浜市立大学
深堀 浩樹 東京医科歯科大学大学院

平成29-30年度
委員長・理事 石橋みゆき 千葉大学大学院

副委員長 西垣 昌和 京都大学大学院
荒木 暁子 日本看護協会
谷本真理子 東京医療保健大学
山田 律子 北海道医療大学
石原 美和 宮城大学
大江 真琴 東京大学大学院
大久保暢子 聖路加国際大学大学院
小池 智子 慶応義塾大学
杉田由加里 文部科学省
福井小紀子 大阪大学大学院

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JANSのストラテジックプランは、2017年、前の委員会で策定したものです。その時のメンバーが左側の10名です。そして、平成29-30年度は、策定したストラテジックプランに基づき、様々な活動を展開しております。その活動の企画・実施を右側のメンバー11人を中心に行っております。



看護・保健分野の政策提⾔のための
研究課題の優先順位の特定（2017）

持続可能性の観点，グローバルな観点から，
⼈々の健康とQOLに貢献する政策を動かしていく研究を推進するために
以下を明確にする
①優先的に取り組むべき看護・保健分野の研究に関する課題

②影響⼒の強い研究およびそれを可能にする研究体制づくりの⽅向性

平成27-28年度 日本看護科学学会研究・学術情報委員会
看護・保健分野の政策提⾔のための研究課題の優先順位の特定および研究推進のStrategic Planの設定事業報告書
http://jans.umin.ac.jp/iinkai/kenkyu/pdf/2018apr_report.pdf （JANSホームページ 委員会活動に掲載）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2017年、看護・保健分野の政策提⾔のための研究課題の優先順位の特定をいたしました。社員である会員の皆様には、デルファイ調査に御協力いただきありがとうございました。その目的は、　（スライド読み上げ）なお、これらの詳細は事業報告書としてホームページに掲載しております。

http://jans.umin.ac.jp/iinkai/kenkyu/pdf/2018apr_report.pdf


JANSが優先して取り組むべき課題
研究推進のStrategic Plan 3つの柱
１．学際的研究の推進

・学際的交流の推進と看護のプレゼンスの発揮
・学際的研究者の育成を支援

２．国際的研究活動推進
・国際機関，先駆的研究機関との連携
・会員の国際的研究実施に向けた情報基盤

３．萌芽的研究課題への挑戦
・会員が研究の時流を捉え、さらにその先を行く萌芽的
研究を考案するための支援

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
調査の結果、JANSが　優先的に取り組むべき看護・保健分野の研究に関する課題として、3つの柱すなわち、１、学際的研究の推進２、国際的研究活動推進３、萌芽的研究課題への挑戦が掲げられました。その狙いや具体的活動の方向性については、（スライド読み上げ）



JANS Strategic Plan 実施計画（第1期：2017～2022）
Year 2017 2018 2019 2020 2021 2022

重点活動 Strategic 
Plan
策定

Strategic Plan
公表・推進

Strategic Plan
推進

Strategic Plan
推進

Strategic 
Plan
推進

Strategic 
Plan
の評価

１．学際的
研究の推進

〇第12回
JANSセミナー
｢学際的な研究プロ
セスと戦略的な組
織づくり」

産学連携活
動の推進

２．国際的
研究活動推
進

●第38回学術集会
特別講演Ⅲ
｢国際共同研究によ
るヘルスケア課題
解決への道」

〇第14回
JANSセミナー
｢国際共同研究を
どのように進め
るか」（案）

The 6th 
Conference of 
World Academy 
of Nursing 
Science

３．萌芽的
研究課題へ
の挑戦

萌芽的な課題解
決のための投資
方策検討

〇第16回
JANSセミナー

学術集会 37th仙台 38th  松山 39th  金沢 40th  東京 41st愛知 42nd

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このスライドは、これら3つの柱に則した実施計画です。Strategic Plan3つの柱に沿った活動を、順次展開することにしています。まず、Planを実行する第一歩として、今年の6月の第12回JANSセミナーを企画実施しました。セミナーでは、学際的研究の推進として、｢学際的な研究プロセスと戦略的な組織づくり」について、真田弘美先生をはじめ学際的研究の実際について体験者の立場からお話しいただきました。そして、本特別講演は、国際的研究活動推進に焦点を当てた企画です。現在、世界では共通する健康課題を解決するため、さまざまな国際的な連携が進展しています。Homer先生には、これから「国際共同研究によるヘルスケア課題解決への道」と題し、国際的な共同研究における看護研究者の研究活動と成果についてお話しいただきます。そして、来年2019年6月の第14回JANSセミナーでは、本日のHomer先生の特別講演の内容を踏まえ、看護学研究者が世界で共通する保健医療の課題解決に寄与するために、国際研究に参画するための道筋を探るパネルディスカッションを企画いたしております。パネリストには、本日の座長の新福先生もお迎えする予定です。本日の特別講演と合わせまして、第14回のJANSセミナーを併せて受講ください。なお、WEB受講も例年どおり受け付ける予定です。以上、J簡単ですが特別講演に先駆けJANSのストラテジックプランについて、ご紹介いたしました。それでは、座長の西垣先生、新福先生に進行をお譲りいたします。なお、本特別講演の内容は、後日、リニューアルされるJANSホームページに掲載する予定です。※これは座長から紹介していただく
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